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【庁議結果 HP 版】 

区   分 内           容 

会 議 名 平成３０年度 第１６回庁議 

日   時 平成３０年１１月６日（火）午前９時００分から午前９時４０分まで 

場   所 庁議室 

件 名 

【報告事項】 

(1) 前橋市公共施設白書改訂にともなう全庁照会について（財務部） 

(2) 税外収入未済に係る副市長ヒアリング等の実施について（財務部） 

(3) 荻窪温泉あいのやまの湯の営業再開について（建設部） 

(4) 「まえばし学校フェスタ２０１８」の開催について（教育委員会） 

【その他】 

(1) 千代田町中心拠点地区市街地再開発事業に係る業務代行者の公募 

について（都市計画部） 

【報告事項】 

(1) 前橋市公共施設白書改訂にともなう全庁照会について（財務部） 

財務部より資料に基づき説明 

※詳細については、添付ファイルを参照のこと。 

 

(2) 税外収入未済に係る副市長ヒアリング等の実施について（財務部） 

《財務部長》 

本市の税外収入未済金は、平成２９年度決算において、９部局１８所属で約５億７０

００万円であった。平成２６年度と比較すると約５千万円増加しており、圧縮に向けた

取り組みが強く求められている。また、行財政改革推進計画において「税外収入の確保」

を位置づけ、収入未済額の圧縮を目標に掲げているところであるが、実際には未済額が

年々増加しており、市議会においても度々指摘を受けている。 

こうした中、収納課では、債権所管課に対して年２回のヒアリングを実施し、様々な

助言・指導を行っているが、改善に結びつかない所管課も見受けられる。改善に結びつ

かない主な要因とすると、人員不足を理由に対応を後回しにしたり、ヒアリング結果が

課内で十分に共有されていないことなどが考えられるが、組織として危機感を持って対

応できていないことが最大の問題であると考えている。そこで、税外収入未済金の圧縮

を市全体の重要課題として位置づけ、各所管課において危機感を持って対応していただ

くことを目的に、中島副市長によるヒアリングを実施することとした。 

ヒアリングの日程は、来年の２月上旬を予定している。対象所属は、事前調査の結果

をもとに、収入未済額、取組状況、懸案事項の有無等を総合的に考慮した上で、中島副

市長が決定する。副市長ヒアリングには担当者だけではなく、所管課長も出席していた

だく。ヒアリングに先立って実施する事前調査については、税外収入未済金の所管課を

対象に、平成３０年１０月末時点の債権管理状況を調査する。各所管課は、今月末まで

に調査表の提出をお願いしたい。 

最後になるが、この機会に日々の債権管理を見直し、改善できる点は随時改善してい

ただくようお願い申し上げる。 
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 (3) 荻窪温泉あいのやまの湯の営業再開について（建設部） 

《建設部長》 

あいのやまの湯では、レジオネラ属菌が検出されたことに伴う保健所からの営業自粛

要請を受け、平成３０年５月１６日から休館とし、原因調査や施設改修、水質確認等を

行っていた。このたび改修工事が終了し、模擬運転での水質検査で良好な結果が得られ

たため、１１月１２日（月）から営業を再開することとした。この間、関係する皆様に

ご迷惑、ご心配をお掛けしたことをお詫び申し上げる。 

施設を所管する公園管理事務所では、休館以来、指定管理者と協力して原因調査を開

始し、衛生検査課から助言を頂きながら、レジオネラ属菌が増殖する危険性が高い配管

などの場所を抽出し、建築住宅課に改修工事の依頼を行った。改修工事では、サブタン

クの撤去や、破損や目地の磨耗が進んだ浴槽タイルの改修、行き止まり配管でお湯の滞

留が生じないようにお湯を捨てるための排水設備の設置、ろ過器ろ材の交換などを実施

した。工事後の模擬運転における水質検査ではレジオネラ属菌は検出されておらず、施

設の安全が確保されたと考えている。なお、指定管理者も今回の改修工事で設けられた

排水設備などを活用して日常管理の強化を図るとともに、引き続き利用者の安全確保を

第一とした衛生管理に努めることとしている。当面の間はレジオネラ属菌の検査頻度を

上げて衛生状態を確認するなど、再発防止に取り組んでいく。 

営業再開にあたり、ご協力をいただいた健康部や都市計画部の皆様に感謝申し上げる

とともに、今後とも温泉施設に対するご指導等をよろしくお願いしたい。本件について

は、庁議終了後、市議会をはじめ、地元自治会などの関係各所へ周知するとともに、報

道機関に情報提供する予定である。 

 

(4) 「まえばし学校フェスタ２０１８」の開催について（教育委員会） 

教育委員会より資料に基づき説明 

※詳細については、添付ファイルを参照のこと。 

 

 

【その他】 

(1) 千代田町中心拠点地区市街地再開発事業に係る業務代行者の公募について 

（都市計画部） 

《都市計画部長》 

 検討していた業務代行者の公募実施期間については、準備組合で協議した結果、審査

期間を含めて平成３０年 11 月 8 日（木）から平成３１年 1 月 30日（水）までの３か

月の期間で募集することとなったので、ご報告申し上げる。 

 

 

【質疑等】 

[報告事項] 

(1) 前橋市公共施設白書改訂にともなう全庁照会について（財務部） 

《市長》 

 公共施設白書の改訂作業を進めながら、どういう方向性で施設管理や統廃合を行って
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いくのか、あるいは民間活用ができるのか、考えていただきたい。 

 

(3) 荻窪温泉あいのやまの湯の営業再開について（建設部） 

《市長》 

 引き続きあり方を検討してほしい。 

 

(4) 「まえばし学校フェスタ２０１８」の開催について（教育委員会） 

《市長》 

 ロータリークラブが 6クラブも協力していただいているのだから、もう少し共催感を

強く出したらどうか、とずっと言っているのだが改善されていない。 

 

《教育長》 

 ロータリークラブ側がそれを避けている。リーフレットでは、「ロータリークラブ」の

文字を大きくするなど、可能な範囲で工夫はしている。 

 

《市長》 

 このイベントは何回目か。 

 

《指導担当次長》 

 9回目である。1回目からロータリークラブに協力をいただいている。 

 

《市長》 

 ロータリークラブが持つ人材、財力は非常に大きいものである。引き続きご協力をい

ただけるような、緊密な関係性の構築をよろしくお願いしたい。 

 

《教育長》 

 了解した。 

 

[その他] 

 (1) 千代田町中心拠点地区市街地再開発事業に係る業務代行者の公募について 

（都市計画部） 

《市長》 

 大変だと思うが頑張っていただきたい。 

 

《市長》 

 お手元に「AKAGIFT」が配られていると思うが、DMOの赤城自然塾をよろしくお願

いしたい。赤城山にはまだまだ魅力がたくさんあるので、そういう宝物を探していただ

きたいと思う。 

 

 

以上 
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＊ 今後の庁議開催予定 

開 催 日 開催時間 場 所 

１１月２０日（火） 午前８時４５分 庁議室 

１２月 ４日（火） 午後２時００分 庁議室 

１２月１８日（火） 午前９時００分 庁議室 

１１月の定例記者会見は１３日（火）午後 ２時００分から 

２７日（火）午後 ２時００分から開催します。 

 


